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１. 序章 
  

(1) 小樽市天神地区交通戦略とは  

本市では、北海道新幹線札幌延伸の開業が2030（令和12）年度に予定されており、天神

地域に新小樽(仮称)駅（以下、「新駅」という。）が設置されます。多くの利用者が見込まれ

る新駅は、中心市街地から約４km離れた市街地の縁辺部に設置されることから、現在の  

交通体系を補完する形でその受け皿となる交通体系を新たに構築する必要があります。  

また、本市では新幹線の開業効果を最大限に活用したまちづくりを目指すため「北海道新幹

線新小樽(仮称)駅周辺まちづくり計画」（以下、「まちづくり計画」という。）を2017年(平

成２９年）に策定しました。その後、まちづくり計画を官民が一体となって進めるための具

体的な行動計画として「おたる新幹線まちづくりアクションプラン」（以下、「アクションプ

ラン」という。）を官民連携組織（北海道新幹線活用小樽まちづくり協議会）で2021年（令

和３年）に策定しました。 

まちづくり計画は「土地利用計画」「施設整備計画（駅舎・駅前広場・駐車場）」「道路計画」

「２次交通対策」「ソフト対策」についてその基本的方針を示し、アクションプランは「２次  

交通対策」「ソフト対策」について取組む事項を選定し、その実現に向けた検討内容と取組  

主体等をロードマップとして示しました。 

一方、本市の将来の都市構造は小樽市立地適正化計画（以下、「立地適正化計画」という。）

で示されており、まちの将来像を見据えた中でアクションプランの検討内容を検証し、発展

させ具現化する必要があることから、新駅を含めた天神地区の交通施策を定めた小樽市天神

地区交通戦略（以下、「天神地区交通戦略」という。）として策定するものです。 

 

 
図 1 都市・地域総合交通戦略について（国土交通省HPより） 

都市・地域総合交通戦略とは？
○都市・地域総合交通戦略要綱（抜粋）

第 目的第一 目的
この要綱は、進展する少子・超高齢化社会への対応、交通渋滞の緩和、交通に起因する環境負荷の低減等のため、過

度に自家用車利用に依存することなく、徒歩、自転車、公共交通等の各モードが連携し適切な役割分担のもと、望まし
い都市・地域像の実現を図る観点から、地方公共団体を中心として、関係機関・団体等が相互に協力し、都市・

地域が抱える多様な課題に対応すべく、交通事業とまちづくりが連携した総合的かつ戦略的な交通施策の推
進を図るものであり、もって魅力と活力があふれる都市・地域の整備を行うことを目的とする。

都市・地域総合交通戦略の目的は「望ましい都市・地域像の実現」であり、そのために交通が何をすべきかである

このような都市構造を目指すためには、
「居住集積エリア」に住む人々の移動手
段を確保し、「都市機能が集積するエリ
ア」へのアクセスを確保すること。

このために交通は何をすべきか？
→公共交通の利便性向上 等
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(2) 戦略の位置づけ 
 

天神地区交通戦略は、「まちづくり計画」と「アクションプラン」を上位計画とし、その   

交通部門の発展計画として市内全域の計画である「第２次小樽市都市計画マスタープラン」「立

地適正化計画」「小樽市地域公共交通網形成計画」と整合を図り、交通事業とまちづくりが  

連携した天神地域等の総合的かつ戦略的な交通施策の推進を図るものです。 

 

 

図 2 戦略の位置づけ 
  

第 ７ 次 小 樽 市 総 合 計 画 
策定;令和元(2019)年度 計画期間;令和10(2028)年度まで 

第2次 
小樽市都市計画マスタープラン 

策定;令和元(2019)年度 
計画期間;令和10(2028)年度まで 

北海道新幹線 
新小樽(仮称)駅周辺 

まちづくり計画 
 

策定;平成29(2017)年度 

おたる新幹線まちづくり 
アクションプラン 

 
策定;令和 3(2021)年度 

小樽市天神地区交通戦略 

小樽市地域公共交通網 
形成計画 

 
策定;令和元(2019)年度 
計画期間;令和7(2025)年度

まで 
 

則す 

則す 連携 
整合 

連携 
整合 

交通政策 

基本法 都市計画法 

バリアフリー新法 

小樽市立地適正化計画 
策定;令和 6(2024)年度 

連携 
整合 

連携 
整合 

則す 
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(3)対象エリア 

本計画の対象エリアは、まちづくり計画の対象地域である新小樽(仮称)駅周辺区域（約

35ha）と立地適正化計画で本市全域の居住者や来訪者へ高次の都市機能を提供する中心拠

点（小樽駅周辺地区）及び高次地域拠点（南小樽駅周辺地区及び小樽築港駅周辺地区）を   

交通で結んだ一体的なエリアとし、全市民や来訪者にとって利便性が高く、住みよいまちを

目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3 対象エリア 

 

(4)戦略の計画期間  

天神地区交通戦略は、令和６年度（2024年度）を開始年次とし、北海道新幹線開業の3

年後の年度末までを計画期間とします。 

なお、新幹線の開業前の準備期間を前期と後期に分け、開業後を加えた３つのフェーズに

区分けします。 

 

 

第１ﾌｪｰｽﾞ 
開業準備 

（2024～開業3年前） 

第２ﾌｪｰｽﾞ 
開業直前 

（開業2年前～開業年） 

第３ﾌｪｰｽﾞ 
開業後 

（開業1年後～開業3年後） 

小樽駅 

南小樽駅 

小樽築港駅 

新小樽(仮称)駅 

対象エリア 
新駅周辺区域 

中心拠点・高次地域拠点内のＪＲ駅 

アクセス強化動線 

開 業 
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２. 天神地区の将来像  

 

(1) 上位関連計画 

各種計画における天神地域に関連する「交通施策」「まちづくり」の計画内容 

 

計
画
名 

天神地域に関する 

「交通」「まちづくり」の姿 

天神地域と周辺地域との 

「交通」「まちづくり」の連携イメージ図 

第
７
次
小
樽
市
総
合
計
画 

●中心拠点と複数の地域拠点に 

都市機能が集約され、それらが

交通ネットワークで結ばれた

効率的なまち 

 

●新幹線の開業効果を地域全体

に生かすために、新幹線を活用

した新たな魅力あるまちづく

りを進めていく必要がある 

 

 

第
２
次
小
樽
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン 

●中心拠点と複数の地域拠点に 

都市機能が集約され、それらが

交通ネットワークで結ばれた

効率的なまち 

 

●拠点の形成と連携 

 

●広域交通ネットワークの形成 

 

 

 

 

小
樽
市
立
地
適
正
化
計
画 

●中心拠点（小樽駅周辺）を中心

として、海岸沿いなどに配置さ

れた複数の地域拠点等が基幹

的公共交通軸を介して結ばれ

た都市の骨格構造を将来像と

する。 

●新駅周辺地区を広域連携交流

拠点とし「居住者や来訪者等の

利便性の確保に寄与する」役割

を目指す。 

 

 

 

  

南小樽駅

小樽築港駅

小樽港

小樽駅

生活・利便・にぎわい
＆広域交通結節

広域交通結節

観光・歴史交流

生産・物流

小樽港

広域交通結節
広域交通結節

観光・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ

新小樽（仮称）駅

骨格軸：国道５号

観
光
連
携：
国
道
393
号
など

海岸連携軸：小樽港線など

広域連携軸：JR函館本線

小樽港

中心拠点

広域連携交流拠点

小樽港 高次地域拠点

新小樽（仮称）駅

高次地域拠点
小樽駅

基幹的公共交通軸
（拠点間をネットワーク）

南小樽駅

小樽築港駅
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計
画
名 

天神地域に関する 

「交通」「まちづくり」の姿 

天神地域と周辺地域との 

「交通」「まちづくり」の連携イメージ図 

北
海
道
新
幹
線
新
小
樽
（
仮
称
）
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
計
画 

●施設整備計画 

・駅前広場の整備 

・駐車場の整備 

●２次交通対策 

・来訪者を円滑に市内各観光

地へ誘導 

・JR小樽駅を起終点とした

現在のバスネットワーク

を活用 

 

お
た
る
新
幹
線
ま
ち
づ
く
り
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン 

●２次交通対策 

・バス交通の充実 

（既存の２次交通手段を

活用） 

 ・交通結節点機能の対応 

  （駅前広場・駐車場） 

 ・移動円滑化対応 

  （ユニバーサルデザイン） 

 ・公共交通の利用促進 

  （クルーズ船等との連携） 

 

小
樽
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画 

●バス路線網の現状維持 

●地域公共交通網における利

便性の強化 

●持続可能な交通体系の構築 

●官民、事業者が連携した地域

公共交通利用に向けた仕組

みづくり 

●地域公共交通の利用促進施

策の展開 

 新小樽（仮称）駅

南小樽駅

小樽築港駅

小樽港

小樽駅

交通拠点の形成

301～400便

小樽港

奥
沢
口

住
吉
神
社
前

入
船
十
字
街

500便以上

101～200便

バス便数の充実
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(2) まちづくりの方向性（将来像）と求められる交通施策の役割  

■まちづくりの方向性（将来像） 

急速に進む人口減少と少子高齢化は、まちの活力や生活利便性の低下をもたらすことが 

懸念されるため「第７次小樽市総合計画」では、「人口減少への挑戦」と「将来人口への適応」

を重点的に取組むこととしています。「人口減少への挑戦」では、誰もが安心して快適に暮ら

せる、ここで働きたい・住み続けたいと思えるまちを目指しており、「将来人口への挑戦」で

は将来の人口規模や人口構造に適用し、人口減少下においても安心・快適な暮らしを持続で

きるよう、中心拠点と複数の地域拠点に都市機能が集約され、それらが交通ネットワークで

結ばれた効率的なまちづくりの実現を掲げています。また、前述の各種計画の「対象エリア」

では、既存交通網を生かした上で新駅の施設整備と拠点間の連携の充実、公共交通との連携、

自家用車やレンタカーなどの自動車の活用が示されています。 

このことから、天神地区交通戦略では、上位計画の方針にあわせ、小樽の中心拠点（小樽

駅周辺）、高次地域拠点（南小樽駅、小樽築港駅）、広域連携交流拠点（新駅）の４駅の結び

つきを、既存の公共交通網を補完する形で充実させた交通システムが構築されたまちを将来

像とし、その上で利便性・持続可能性を高める取組を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 天神地区交通戦略のイメージ図 
 

■求められる交通施策の役割 

まちづくりの将来像の実現には、交通施策の役割として以下の３つが挙げられます。 
 

役割① 交通とまちづくりの連携 
役割② 公共交通ネットワークの充実 
役割③ 自動車のアクセス性の充実 

 

小樽港 

小樽港 

塩谷・蘭島 

小樽港 

札幌方面 倶知面方面 

南小樽駅周辺地区 
（高次地域拠点） 

小樽築港駅周辺地区 
（高次地域拠点） 

北海道新幹線 
新小樽(仮称)駅周辺地区 

（広域連携交流拠点） 

小樽駅周辺地区 
（中心拠点） 

公共交通ネットワーク 
＋ 

自動車アクセス 

朝里・銭函 
札幌方面 

北後志方面 

ﾊﾞｽ🚍 
ﾀｸｼｰ🚖 

ﾊﾞｽ🚍 
ﾀｸｼｰ🚖 

ﾊﾞｽ🚍 
ﾀｸｼｰ🚖 ﾊﾞｽ🚍 

ﾀｸｼｰ🚖 

ﾊﾞｽ🚍 
ﾀｸｼｰ🚖 

ﾊﾞｽ🚍 
ﾀｸｼｰ🚖 

ﾊﾞｽ🚍 
ﾀｸｼｰ🚖 

アクセス 
強化動線 

市内 

自家用車 

ﾚﾝﾀｶｰ🚘 

アクセス 
強化動線 

交通システム構築 
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３. 現状と課題、必要な対応  
 
 

(1) 現状と課題、必要な対応  

まちづくりの方向性と求められる交通施策の役割から現状と課題、必要な対応を示します。 

■現 状 

市街地から４～５km離れた縁辺部に位置する天神地域からの公共交通は、バス路線とし

て小樽駅、南小樽駅、小樽築港駅の３駅が結ばれていますが、交通結節点※1となる施設や自

家用車の駐車場はありません。（図５）なお、市街地の中心にある小樽駅では令和4年5月に

「JR小樽駅広場再整備基本計画」を策定し、新駅とも連携したまちづくりを進めております。 

現状では新駅周辺に都市機能はなく人口も減少していることから、都市のスポンジ化※2が

進行しています。（図６） 
 

※1 交通結節点とは、バスや自動車等の交通機関相互の乗り換え・乗り継ぎが行われる場所のこと。 
 

※2 都市のスポンジ化とは、都市の大きさは変わらないにもかかわらず人口が減少し、都市内に利用されて

いない空間が小さな穴があくように生じる現象のこと。    

 
図 5 現況交通網図 
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図 6 新幹線駅周辺のDID地区の変遷 

 

■課 題 

【役割①から見た課題（交通とまちづくりの連携）】 

新幹線の開業により、新駅とその周辺地域の役割は従来と大きく変わります。立地適正化

計画では、市全体の中で新駅に求める役割等を見極めた上で、将来に向けた居住と都市機能

を誘導する拠点区域等を複数定め、安全・安心で快適な暮らしを持続可能とする効率的なま

ちづくりを目指すこととしています。その中で新駅周辺（広域連携交流拠点）と小樽駅周辺

（中心拠点）、南小樽駅周辺・小樽築港駅周辺（高次地域拠点）は、高次の都市機能を全市民

や来訪者に提供する拠点と設定し、各拠点間を交通で結ぶこととしています。 

そのため、新駅には交通結節点を新設(a)するとともに、前述の各拠点とを結ぶ交通の  

サービス水準を強化(b)する必要があります。 

 

【役割②から見た課題（公共交通ネットワークの充実）】 

公共交通としては、既存の公共交通路線網を補完する形でいかに新たに発生する新幹線関

連交通需要に対応するかについて検討する必要があります(c)。また、公共交通の持続可能性

として収益性の確保や運転手不足、少子高齢化やクリーンエネルギーへの転換等の課題に対

し、利用促進(d)をはじめデジタル技術の進展に応じた自動運転やMaaS※1の検討、次世代型

のモビリティ・マネジメント※2の検討が必要です(e)。 
 

※１ MaaSとは、複数の交通手段を乗り継いで移動する際の検索・予約・決済をスマートフォン等で一括に 

行い、目的地までのシームレスな移動を支援する新たな移動の概念のこと。Mobility as a Serviceの略。 
 

※2 モビリティ・マネジメントとは、当該の地域を、「過度に自動車に頼る状態」から、「公共交通や徒歩を 

   含めた多様な交通手段を適度に（＝かしこく）利用する状態」へ少しずつ変えていく一連の取組のこと。 

 

0 1

km

縮尺: 1:25,370

新小樽（仮
称）駅

小樽築
港駅

朝里IC

凡例

2020(R2)DID

2000(H12)DID

凡例

対象エリア

新幹線駅周辺地区

小樽IC

凡例

対象エリア

新幹線駅周辺地区



 

 9 

【役割③から見た課題（自動車のアクセス性の充実）】 

   新駅は、本市に隣接する札幌市や北後志地域からも需要が見込まれることから、新駅周辺

には公共交通のほかに自家用車やレンタカーなどの自動車に対応した駅周辺整備(f)を進め

る必要があります。 

 

■必要な対応 

 役割から見た課題を解決するために必要な対応を３項目として設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実線；上記文書に記述された具体事項 

  破線；上記文書に記載していないが関連のある具体事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a 新駅に交通結節点の新設が必要 

  

 「利便性の

高い２次交

通網の構

築」が必要 
b 新駅と３つの拠点間の交通サービス 

               水準強化 

 

c 既存公共交通網への追加 

 

 「交通結節

点機能の確

保と充実」

が必要 
d 公共交通の利用促進 

 

 

e 自動運転、モビリティ・マネジメント 

                の検討 

 「交通関連

サービスの

構築と充

実」が必要 
f 自動車に対応した駅周辺整備  

役割１；交通とまちづくり

の連携 

現 状；将来都市構造への

転換未実施・駅未整備 

役割２；公共交通ネットワ 

ークの充実 

現 状；新幹線需要の交通

未対応・利用者減少 

役割３；自動車のアクセス 

性の充実 

現 状；新駅未対応・自動

車バース未設置 

役割と現状 役割から見た課題 必要な対応 
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４. 基本理念・基本方針  
 
 

(1) 基本理念・基本方針  

本市の上位関連計画で示すまちづくりの方向性（将来像）を共有し、天神地区交通戦略の  

基本理念・基本方針の設定にあたっては、計画の対象期間である新幹線開業3年後の姿を示し

ます。 

現在の天神地域の交通システムの状況は、前章で３つの役割と課題から３つの必要な対応を

整理しました。この必要な対応を施すことを前提に以下の基本理念を設定し、３つの交通戦略

からなる基本方針を設定します。 

 

1) 基本理念 

まちの拠点と新幹線駅を交通ネットワークで結ぶ 

小樽の広域的な新ゲートウェイの形成 
 

北海道新幹線の札幌延伸により道南・本州との交通利便性が飛躍的に向上するため、新幹線

駅が設置される本市の交通に新たな需要が発生することが予想されます。 

人口減少などに対応した将来的なまちづくりの方向性と連携した中で、運転手不足等の社会

的背景をしっかりと見極めながら、新幹線がもたらす観光振興によるまちの活性化などとあわ

せて、交通システムのあり方についての検討を進めなければなりません。 

更には、新幹線の開業により本市は後志圏における広域交流拠点となる特性を活かし、各地

域との交流・連携を強化し、本市と周辺地域の発展を支え、地域の活力を取り込んでいく必要

があります。 

  また、新駅に隣接する札幌市や北後志地域からも需要が見込まれることから、天神地域で  

公共交通や自動車などの多様な交通モードに適応した駅周辺整備を進める必要があります。 

このことから、天神地区交通戦略では、「まちの拠点と新幹線駅を交通ネットワークで結ぶ 

小樽の広域的な新ゲートウェイの形成」を戦略の理念とし、安全・安心で利便性の高い持続  

可能な交通体系を構築するため、実効性のある施策を進めます。 
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2) 戦略の基本方針 

基本理念の基づき、前章で整理した「必要な対応」を交通戦略の基本方針としました。 

 

 

交通戦略１： 
 

利便性の高い２次交通網の構築   

 

 

 

交通戦略２： 
 

交通結節点機能の確保と充実 

 

 

 

交通戦略３： 
 

交通関連サービスの構築と充実 

 

 

 

 

 



 

12 

５. 具体的な施策パッケージ  
 
 

(1) 戦略目標１：利便性の高い２次交通網の構築  

 

1) 取組１ 

■施策の方向性 

① バス交通の充実 【実施・検討主体；市、交通事業者、民間】 

新駅と小樽駅、南小樽駅、小樽築港駅及び市内の主要な観光地を結ぶ交通手段として、

既存の路線バスの活用、シャトルバスや新たなバス路線の新設等、適切な運行支援により

利便性の高いバス交通網の構築を目指します。 

■実施事業 

㋐ 既存の路線バスの活用 

新駅と小樽駅を結ぶ既存の「奥沢線」について、地域住民の通勤・通学などの利用用

途に加え、新幹線のダイヤや利用状況を踏まえたダイヤの調整を検討します。 

 
図 7 既存バス路線（奥沢線等）の状況 

 

16奥沢線 46奥沢ぱるて築港線
小樽駅前 ぱるて築港
発 着 発着 発 着 発着

6 1 2 3 0
7 3 3 6 0
8 2 3 5 0
9 2 2 4 1 1
10 2 2 4 1 1
11 2 2 4 0
12 2 2 4 1 1
13 2 2 4 0
14 2 2 4 1 1
15 3 3 6 1 1
16 3 3 6 0
17 3 3 6 0
18 3 1 4 0
19 2 1 3 0
20 1 1 2 0
21 1 1 2 0
22 1 1 0

35 33 68 3 2 5

時
刻
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㋑ 新駅と市内中心部を結ぶ専用シャトルバスの運行  

新駅と市内中心部の小樽駅等の円滑な移動を確保するため、これらを結ぶシャトルバ

スの運行を検討するなどアクセス強化に努めます。また、小樽運河等の主要な観光地へ

の経由（周遊観光）についても検討します。 

 
図 8 シャトルバス路線の参考事例と本市における検討 

 

 

㋒ 新駅と朝里川温泉・天狗山方面を結ぶ新規バス路線の検討 

新駅と郊外に位置する観光スポットである朝里川温泉・天狗山方面へのアクセスを強

化するため、送迎バスの導入を検討します。 

 

図 9 観光地への送迎バスの参考事例と本市における検討 
 

 

新幹線利用者 
新函館北斗駅 

五稜郭公園 

観光バス会社が 
運行(30～45 分) 

料金 800～1,000 円 

湯の川温泉 

主要観光地・宿泊地 

他都市の事例【函館市】 本市における検討 

主要観光・宿泊地

新小樽(仮称)駅 

約４～５ｋｍ 

小樽駅・小樽運河等 
小樽駅のほか 
主要な観光地 
への周遊に 

ついても検討 

新幹線利用者 

新函館北斗駅 

観光バス会社が 
運行(30 分) 

料金 140～700 円
程度 

他都市の事例【函館市】 本市における検討 

新小樽(仮称)駅 

郊外の観光スポット
にも容易にアクセス 

大沼公園 

朝里川温泉 

天狗山 
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   ㋓ 北後志地域等をつなぐ高速バスの活用  

      新幹線の開業効果を北後志地域等へ波及させるため、小樽駅を経由して北後志地域等

へ向かう高速バスなどの活用を検討するとともに、高速バスの経由地となる小樽駅のバ

ス乗降場の利便性強化を検討します。 

 
図 10 北後志地域への高速バス 

 

㋔ 持続可能な運行体制の構築 

     運転手不足、収益性の確保等を図るため、自動運転等の最新技術や運行支援、交通事

業者以外による観光地などへの移動手段等について検討します。また、乗車人数を増加

させるため天神地域への居住誘導やイベント等の開催環境の充実に努めます。 

 

図 11 自動運転車両の参考事例【苫小牧市】 
 

 

本市における検討 

新小樽(仮称)駅 

高速バスを活用して 

神威岬方面へアクセス 

余市町 

古平町 

小樽駅 

経 由 

岩内方面 

積丹町 

仁木町 
赤井川村 

高速バスを活用して 
余市町・仁木町へアクセス 

札幌方面 

神威岬 

苫小牧駅 

ホテル 

苫小牧市役所 

公 園 

商業施設 

海の駅 

ぷらっとみなと市場 

・時速 20km/ｈで走行 

・充電式のＥＶ自動車 

・定員は操作ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ含め 11 名 
・片道約３km（約 30 分） 
・時間１往復 
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2) 取組２ 

■施策の方向性 

② タクシーサービスの充実 【実施・検討主体；市、交通事業者】 

各駅利用者の多様な移動ニーズに対応できるよう 、配車エリア拡大に対応した拠点整備

や観光客にも対応したタクシーサービスの充実等により利用者の利便性の向上を図ります。 

 

■実施事業 

㋐ 乗合タクシーの運行 

事業者間での協議を踏まえ、各駅と朝里川温泉等の主要観光地や北後志地域等の各

町村を結ぶシャトル便として、乗合タクシーの運行について支援策等も含めた検討を

行います。 

 

図 12 乗合タクシーの参考事例と本市における検討 
 

㋑ 観光タクシーの運行 

各駅と市内外の観光スポットへのドアツードアの移動ニーズに対応するため、交通

事業者・観光事業者と連携し、観光・送迎を目的としたタクシーの運用を検討します。 

 
図 13 観光タクシーの参考事例【岡山市】 

新幹線利用者 

奥津軽いまべつ駅 

予約制乗合タクシー 
運行(50 分) 

小型タクシー    4 名 
ジャンボタクシー 9 名 
料金600～2,400円程度 

 

参考事例【青森県今別町】 本市における検討 

新小樽(仮称)駅 

想定エリア 

・朝里川温泉 

・余市町 

・キロロ など 
津軽海峡 

朝里川温泉 

余市町 

大山ふるさと資料館前 

キロロ 

タクシー貸切料金で 

観光地巡りを実施 
所要時間(2~5 時間) 

小型タクシー    4 名 
ジャンボタクシー 9 名 

料金 1~４万円程度 
  

岡山駅 

吉備津彦神社 

⿁ノ城 

備中高松城跡 

備中国分寺 

岡山城 
吉備津神社 

岡山駅おかやまぶらり旅 
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㋒ 新駅と各駅間のタクシー利用環境の向上に向けた整備  
小樽駅においてはタクシーと人、車両が輻輳しており、利用環境の向上に向け、駅

前広場内の車両等動線の整理を行うとともに、タクシー乗り入れ施設の強化やタクシ

ー利用者の待ち合いにも利用可能なオープンスペースの整備を検討します。 

また、その他の駅については、必要に応じ検討を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 14 駅前広場現況動線図 

 

 

 

 

 

 

 

図 15 駅前広場タクシープール全景    図 16 駅舎正面の停車状況（7台停車） 

 

施策 ① バス交通の充実 

取組１ 

㋐ 既存の路線バスの活用 

㋑ 新駅と市内中心部を結ぶ専用シャトルバスの運行 

㋒ 新駅と朝里川温泉・天狗山方面を結ぶ新規バス路線の検討 

㋓ 北後志地域等をつなぐ高速バスの活用 
㋔ 持続可能な運行体制の構築 

【他地域取り組み事例】新函館北斗駅バス網 

施策 ② タクシーサービスの充実 

取組２ 

㋐ 乗合タクシーの運行 

㋑ 観光タクシーの運行 

㋒ 新駅と各駅間のタクシー利用環境の向上に向けた整備 

【他地域取り組み事例】八戸駅シンタクン 

【他地域取り組み事例】岡山駅おかやまぶらり旅 

  

タクシープール 

交通を阻害 
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(2) 戦略目標２：交通結節点機能の確保と充実  

 

1) 取組１ 

■施策の方向性 

① 駅前広場の整備 【実施・検討主体；北海道、市】 

既存3駅と新駅間の移動を円滑に行える交通結節点として、２次交通との乗り継ぎ利便

性を確保するため、関係機関と連携して、駅舎及び駅附帯施設の機能確保に取り組むとと

もに、安全で利便性の高い駅前広場の整備を行います。 

 

■実施事業 

㋐ 多様な交通手段に対応し円滑にアクセスできる駅前広場の整備  

駅前広場に乗り入れる各種車両間の乗り継ぎ機能や安全性、利便性に十分配慮した

駅前広場の整備を行います。 

 

図 17 駅前広場整備のイメージ図 
 

 

㋑ 乗継利便性が高く快適な待合空間の整備  

各種交通機関との乗継時に発生する時間を快適に過ごすため、快適でゆとりのある

待合空間の整備を行います。また、交通事業者と連携し円滑な乗り継ぎを図るための

わかりやすい案内サインやデジタルサイネージ※による交通情報の発信など、公共交

通を利用しやすい環境づくりに努めます。 

 
※ デジタルサイネージとは、ディスプレイやタブレットなどの電子表示媒体を活用した情報発信シス  

テムのこと。 

 

 

 

駅前広場範囲 
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図 18 都市施設の配置計画と参考事例 
 

㋒ 路線バス・タクシー等の滞留空間を確保  

新幹線の発着時に発生・集中する路線バスやタクシー、送迎用の自家用車に対応し

た滞留場所となる停車場を駅前広場内に確保します。（図14参照） 

 

 取組２ 

■施策の方向性 

② 駅周辺駐車場の整備 【実施・検討主体；北海道、市】 

新幹線を利用した個人旅行、出張などによる中長期駐車や新幹線の発着により発生・集

中する送迎用車両に対応した駐車場を新駅周辺に整備します。また、修学旅行や後志等の

観光ツアー向け大型バスの駐車場も整備します。 

■実施事業 

㋐ 駅前広場内に短期・送迎向け駐車場の整備  

新幹線利用者の送迎車両（キスアンドライド）に対応した短時間利用の駐車場を駅

前広場内に整備します。 

 

駅舎正面 

都市施設 
高架下約 500 ㎡ 

出入口 

断 面 図 

１階平面図 

１階 

２階 

ﾎｰﾑ階 札幌方面 倶知安方面 

待合空間・交通情報発信 

バス交通情報案内【八戸市】待合空間【七戸十和田駅】 
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図 19 短期・送迎向け駐車場配置計画と参考事例 
 

㋑ 新駅周辺にパークアンドライド向け中長期駐車場の整備  

市内や札幌市、周辺町村向けのパークアンドライド対応として駐車場を整備します。 

 
図 20 中・⾧期向け駐車場、大型バス駐車場配置計画 

 

㋒ 観光・送迎バスの滞留空間を確保  

新駅を利用する修学旅行生や団体型観光ツアー客への対応として、大型バスが滞留

するための駐車場を整備します。（図17参照） 

 

【市営八戸駅西口広場駐車場】

駅前広場範囲 

中⾧期駐車場 

大型バス駐車場 

駅前広場 

一般車駐車場 １６台 
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3）取組３ 

■施策の方向性 

③ 関連施設の整備 【実施・検討主体；市、民間】 

各駅利用者が市内各地や北後志地域等へ自由に移動できるよう、駅周辺へのレンタカー

事業者の誘致、レンタサイクルの配置やレンタカー等での周遊性向上に繋がるサービスの

導入に取り組みます。 

■実施事業 

㋐ レンタル交通の誘致に向けた空間を確保  

レンタル交通の需要に応じ新駅周辺にレンタカー事業者等の誘致を目指します。 

また、レンタサイクルを含めたレンタル事業者の事業用地の確保、レンタカー事業者

誘致のための環境整備を検討します。 

 

図 21 レンタル交通の参考事例 
 

㋑ 利便性の高い駅機能の確保 

駅利用者の利便性の向上を図るため、駅舎に隣接した箇所に観光案内所、物販施設、

大型ロッカー等を配置した駅附帯施設を整備します。 

また、駅附帯施設から駅前広場の乗り継ぎバースや主要な駅周辺駐車場への歩行者

動線には利便性・快適性を向上するための上屋（キャノピー）を設置します。 

 

図 22 駅附帯施設の参考事例【小松駅 Komatsu Nine】 
 

レンタカー受付【木古内駅】 レンタサイクル【恵庭駅】

観光案内所 物販施設 

コインロッカー 待合・カフェスペース 
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施策 ① 駅前広場の整備 

取組１ 

㋐多様な交通手段に対応し、円滑にアクセスできる駅前広場の整備 

㋑乗継利便性が高く快適な待合空間の整備 

㋒路線バス・タクシーの滞留空間を確保 

 

施策 ② 駅周辺駐車場の整備 

取組２ 

㋐駅前広場内に短期・送迎向け駐車場の整備 

㋑駅周辺にパークアンドライド向け中長期駐車場の整備 

㋒観光・送迎バスの滞留空間を確保 

 

施策 ③ 関連施設の整備 

取組３ 
㋐レンタル交通の誘致に向けた空間を確保 

㋑利便性の高い駅機能の確保 

【他地域取り組み事例】新函館北斗駅レンタカー等立地 
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(3) 戦略目標３：交通関連サービスの構築と充実  

 

1) 取組１ 

■施策の方向性 

① 公共交通の利用促進 【実施・検討主体；市、交通事業者、民間】  

公共交通の利用を促進するため、新駅利用者が身軽になって観光を楽しめるサービスや

観光施設と公共交通が連携したフリーパス導入等の検討を行います。また、沿線地域との

周遊やクルーズ船等との連携など、公共交通の利用を伴う新駅利用者の拡大を図ります。 

    公共交通の利用促進とあわせ、二酸化炭素排出の抑制や再生可能エネルギーの利活用の

観点から次世代型モビリティの導入についても検討します。 

■実施事業 

㋐ 新たな交通サービスの導入検討 

既存３駅と新駅間との連携を強化し、それぞれ駅周辺に来訪・滞在している観光客

が各駅に気軽に往来でき、両地域の取組が相乗効果を生みだすことができるよう、  

周遊性と利便性を高めるサービスとして観光地等で導入されているグリーンスロー 

モビリティ※1、無人EV(電気)バスなどの導入やカーシェア、ライドシェア※2等につい

ても検討を行います。 
 

※1 グリーンスローモビリティとは、時速20km未満で公道を走行できる電動車を活用した小さな 

移動サービスで、その車両を含めた総称のこと。 
 

※2 ライドシェアとは、一般のドライバーが自家用車を使い有料で顧客を輸送するサービスのこと。 

 

図 23 新たな交通サービスの参考事例 
 

 

新幹線利用者 

・充電式の EV 自動車 
・定員は 10 名 
・時速 20km/ｈで走行 
・時間１往復 ２系統 
・フリー乗車 
・片道約３km 
・移動時間 20～30 分 

参考事例【登別市】 本市における検討 

市内観光スポット
を周遊 

ホテル 

新小樽(仮称)駅 

源泉公園 

地獄谷入口 

バスターミナル 

ホテル 

電気自動車 

小樽駅 
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㋑ MaaS等の導入検討 

観光型MaaSの導入やICT※活用策の検討を行い、効率的で利用しやすい公共交通の

環境づくりを目指します。 
 

※ ICTとは、通信技術を使って人と人とが繋がる技術のこと。Informaiton and Communication 

Technologyの略。 

 
図 24 観光型MaaSのイメージ図 

 

㋒ 市内ホテルへの荷物宅配サービスの導入検討  

新駅から宿泊施設へ荷物を運ぶ宅配サービスの導入について検討し、身軽になって

観光を楽しむことができるサービスの提供を目指します。 

 

2) 取組２ 

■施策の方向性 

 ② 移動円滑化の推進 【実施・検討主体；北海道、市、交通事業者、民間】 

■実施事業 

   ㋐ バリアフリーに対応した歩行・滞留空間の整備  

交通結節点の主要歩行者動線については、利便性・安全性向上のため施設・設備の

状態や利用状況などを踏まえ、バリアフリー歩行空間の整備を推進します。 

 
図 25 駅周辺歩行者動線のバリアフリー化 

 

公共交通 
宿泊施設 

観光拠点 

観光商品 

電車 バス 

タクシー 
シェアカー 

オンデマンドバス 
シェアサイクル 

出発地から目的地までの移動をひとつのサービスとして提供（検索・予約・決済） 

目的地 出発地 

スマートフォンのアプリを活用し、観光地までの移動
と観光地周辺の観光商品や宿泊施設等をワンストップ
で提供 

縁石の高さ 

１５ｃｍ以上 

縦断勾配５％以下 

横断勾配 

１％以下 

誘導ブロック設置 

通路の幅 
２ｍ以上 

雨水ますの設置 

すべりにくく 

水はけのよい舗装 
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㋑ ユニバーサルデザインの導入推進  

公共施設をはじめ、各鉄道駅やバス待合所、観光施設など、天神地域全体でユニ  

バーサルデザイン※1の導入を推進します。 

 

図 26 ユニバーサルデザインの参考事例【市内】 
 

㋒ 外国人観光客にも対応したわかりやすい案内サインの設置  

新幹線の開業で増加が予想される外国人観光客の移動円滑化に向け、各種交通結節

点における案内サイン、路線図・時刻表などの多言語化を進めます。 

 
図 27 多言語看板の参考事例【市内】 

 
㋓ タクシー配車システムの導入  

個々の目的地に向かう利用者ニーズに対応できるよう、ＩｏＴ※2を活用した配車シ

ステムの充実等により、利便性の向上を図ります。 
 

※1  ユニバーサルデザインとは、年齢や障がいの有無、性別、国籍等に関わらず、できるだけ多くの 

人にわかりやすく、使いやすいように工夫された建物や空間等のデザインのこと。 

※2  IoTとは、様々なものがインターネットに繋がる仕組みのこと。Internet of Thingsの略。 

 

 

車いす対応エスカレータ スロープ エレベータ ＡＥＤ 

盲動鈴 点字標記 オストメイト 車いす用トイレ 
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施策 ① 公共交通の利用促進 

取組１ 

㋐新たな交通サービスの導入検討 

㋑MaaS等の導入検討 

㋒市内ホテルへの荷物宅配サービスの導入検討 

【地域取り組み事例】福山駅グリーンスローモビリティ 

【地域取り組み事例】西九州新幹線開業長崎県 MaaS マルチモーダルモビリティサービス「my 

route」 

 

施策 ② 移動円滑化の推進 

取組２ 

㋐バリアフリーに対応した歩行・滞留空間の整備 

㋑ユニバーサルデザインの導入推進 

㋒外国人観光客にも対応したわかりやすい案内サインの設置 

㋓タクシー配車システムの導入 

【バリアフリー整備事例】南小樽駅特定事業 

【ユニバーサル・案内サイン整備事例】鹿児島駅  
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(4) 施策パッケージのまとめ  

 

戦略 施策 実施事業 

１ 利便性の高い２次交通網の構築 
     ┣ 

     ┃ 

     ┃ 

┃ 

┃ 

┃ 

┃ 

     ┗ 

① バス交通の充実━━━━━━━━ ┳㋐既存の路線バスの活用 

┣㋑新駅と市内中心部を結ぶ専用シャトルバスの 

┃ 運行 

┣㋒新駅と朝里川温泉・天狗山方面を結ぶ新規バス 

┃  路線の検討 

┗㋓北後志地域等をつなぐ高速バスの活用 

┗㋔持続可能な運行体制の構築 

② タクシーサービスの充実━━━━ ┳㋐乗合タクシーの運行 

┗㋑観光タクシーの運行 

┗㋒新駅と各駅間のタクシー利用環境の向上に向け

た整備 

２ 交通結節点機能の確保と充実 
     ┣ 

     ┃ 

     ┃ 

     ┃ 

     ┣ 

     ┃ 

     ┃ 

     ┗ 

① 駅前広場の整備━━━━━━━━ ┳㋐多様な交通手段に対応し円滑にアクセスできる 

┃ 駅前広場の整備 

┣㋑乗継利便性が高く快適な待合空間の整備 

┗㋒路線バス・タクシー等の滞留空間を確保 

② 駅周辺駐車場の整備━━━━━━ ┳㋐駅前広場内に短期・送迎向け駐車場の整備 

┣㋑駅周辺にP＆R向け中長期駐車場の整備 

┗㋒観光・送迎バスの滞留空間を確保 

③ 関連施設の整備━━━━━━━━ ┳㋐レンタル交通の誘致に向けた空間を確保 

┗㋑利便性の高い駅機能の確保 

３ 交通関連サービスの構築と充実 
     ┣ 

┃ 

┃ 

     ┗ 

① 公共交通の利用促進━━━━━━ ┳㋐新たな交通サービスの導入検討 

┣㋑ＭａａＳ等の導入検討 

┗㋒市内ホテルへの荷物宅配サービスの導入検討 

② 移動円滑化の推進━━━━━━━ ┳㋐バリアフリーに対応した歩行・滞留空間の整備 

┣㋑ユニバーサルデザインの導入推進 

┣㋒外国人観光客にも対応したわかりやすい案内 

┃ サインの設置 

┗㋓タクシー配車システムの導入 
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６. 実施プログラム 
 

 

施策パッケージの実現化に向けたロードマップを以下に整理します。 

 

(1) ロードマップ 

 

1) 戦略のロードマップ 

 

戦

略 
施策 取 組 

実施・検討

主体 

第１ 

ﾌｪｰｽﾞ 
開業 

準備 

第2 

ﾌｪｰｽ 
開業 

直前 

第3 

ﾌｪｰｽ 
開業 

後 
 
2024年度 

～ 

開業3年前 

 
開業2年前

～ 

開業年 

 
開業1年後

～ 

開業3年後 

１ ①バス交通の

充実 

㋐既存の路線バスの活用 

㋐新駅と市内中心部を結ぶ専用シャトルバ

スの運行 

㋒新駅と朝里川・天狗山方面を結ぶ新規バス

路線の検討 

㋓北後志地域等をつなぐ高速バスの活用 

㋔持続可能な運行体制の構築 

市 

交通事業者 

民間 

   

 ② タ ク シ ー 

サ ー ビ ス 

の充実 

㋐乗合タクシーの運行 

㋑観光タクシーの運行 

㋒新駅と各駅間のタクシー利用環境の向上

に向けた整備 

市 

交通事業者 

   

２ ①駅前広場の

整備 

㋐多様な交通手段に対応し、円滑にアクセス

できる駅前広場を整備 

㋑乗継利便性が高く快適な待合空間の整備 

㋒路線バス・タクシー等の滞留空間を確保 

北海道 

市 

   

 ②駅周辺駐車

場の整備 

㋐駅前広場内には短期・送迎向け駐車場の整

備 

㋑駅周辺にパークアンドライド向け中長期

駐車場の整備 

㋒観光・送迎バスの滞留空間を確保 

北海道 

市 

   

 ③関連施設の

整備 

㋐レンタル交通の誘致に向けた空間を確保 

㋑利便性の高い駅機能の確保 
市 

民間 

   

３ ①公共交通の

利用促進 

㋐新たな交通サービスの導入検討 

㋑ＭａａＳ等の導入検討 

㋒市内ホテルへの荷物宅配サービスの導入

検討 

市 

交通事業者 

民間 

   

 ②移動円滑化

の推進 

㋐バリアフリーに対応した歩行・滞留空間の

整備 

㋑ユニバーサルデザインの導入推進 

㋒外国人観光客にも対応したわかりやすい

案内サインの設置 

㋓タクシー配車システムの導入 

北海道 

市 

交通事業者 

民間 

   

 

 

 

 

 

実 施 検 討 

整 備 

検 討 

検 討 

整 備 

整 備 

実 施 

検討・整備 

実 施 
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７. 評価指標の設定 
  

(1) 目標達成に向けた評価指標  
 

施 策 算 出 方 法 

開業3年後 

Without 
交通戦略を 

しなかった場合 

With 
交通戦略を 

した場合 

交通戦略１ 利便性の高い２次交通網の構築  

① バス交通の充実 

指標：新駅へ直通するバスのバスカバー圏※の人口割合 

（新駅直通バスカバー圏人口） ／ （総人口） 

【Without】15,012人／92,614人＝ 16.2 ≒ 16 ％ 
【With】   20,615人／92,614人＝ 22.3 ≒ 22 ％ 

 
増加根拠：新幹線開業にあわせてバス路線を再構築し、新駅へ直通する 

     バス路線（天狗山・朝里川温泉・堺町方面）が増加すること 

から、カバー圏の人口割合が増加します。 

※バスカバー圏とはバス停へ直接徒歩で行けるエリア（300ｍ）のこと 

16 % 22 % 

② 
タクシーサービス

の充実 

指標：タクシーカバー圏※2の人口割合 

（タクシーカバー圏人口） ／ （総人口） 

【Without】68,929人／92,614人＝ 74.4 ≒ 74 ％ 
     【With】   72,362人／92,614人＝ 78.1 ≒ 78 ％ 
 
増加根拠:新駅の駅前広場が新たなタクシー拠点となりタクシーカバー 

圏の割合が増加し、あわせてカバー圏人口割合が増加します。 
※ タクシーカバー圏とは市内の拠点（タクシー営業所と駅前広場）から 

10分程度で到達できるエリアのこと 

74 % 78 % 

交通戦略２ 交通結節点機能の確保と充実  

① 駅前広場の整備 

指標：駅前広場乗継利用者割合（１時間当り） 

（駅前広場乗継 利用者）／（新駅利用者） 

【Without】0人／1,681人＝ 0 ％ 
  【With】 723人／1,681人＝ 43.0 ≒ 43 ％ 
 
算定根拠：駅前広場の整備により、新駅利用者が増加します。 

0 % 43 % 

② 
駅周辺駐車場の 

整備 

指標：市外居住者の駅周辺駐車場利用割合（１時間当り） 

（市外居住のパーク&ライド利用者）／（駅周辺駐車場利用者） 

【Without】  0人／773人＝ 0 ％ 

  【With】   484人／773人＝ 62.6 ≒ 63 ％ 
 
算定根拠：駅周辺駐車所場の整備により、市外からの駐車場利用者が 

     増加します。 

0 % 63 % 

③ 関連施設の整備 

指標：駅附帯施設利用者の割合（１時間当り） 

（駅附帯施設利用者）／（新駅利用者） 

【Without】 0人／1,681人＝ 0 ％ 

   【With】1,681人／1,681人＝ 100 ％ 
 
算定根拠:駅附帯施設の整備により、新駅利用者の駅附帯施設利用者 

が増加します。 

0 % 100 % 
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交通戦略３ 交通関連サービスの構築と充実  

① 
公共交通の利用

促進 

指標：観光客アンケート調査 

（交通アクセスが良いと回答した割合） 

【Without】0％ ／ 66％ ＝0 % 
  【With】  平成28年度実施アンケート調査 
        「交通アクセスが良い」と回答した割合 
 
算定根拠：既存の交通体系の満足度まで水準の確保を目指します。 

0 % 66 % 

② 
移動円滑化の 

推進 

指標：観光客アンケート調査 

（観光情報・案内が充実していると回答した割合） 

【Without】0％ ／ 84％ ＝0 % 
  【With】   平成28年度実施アンケート調査 
       「観光情報・案内が充実している」と回答した割合 
 
算定根拠：既存の情報発信の満足度まで水準の確保を目指します。 

0 % 84 % 

 

 

【参考】新小樽(仮称)駅利用者推計（１日平均利用者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 指標；交通戦略２-①  駅前広場利用者 ＝ Ⓑ＋Ⓒ＋Ⓔ ＝ 723 人  

指標；交通戦略２-②  市外居住のパークアンドライド利用者 ＝ Ⓓ ＝ 484 人 

指標；交通戦略２-②  駅周辺駐車場利用者 ＝ Ⓐ＋Ⓓ ＝ 773 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新小樽(仮称)駅利用圏（小樽市・北後志地域） 947 人
289 人
196 人
397 人
65 人

札幌駅利用圏からの転換利用者 734 人
484 人
130 人
120 人

合 計  1,681 人
貸切バス利用者

駅周辺駐車場パークアンドライド利用 Ⓐ

駅前広場キスアンドライド駐車場利用 Ⓑ

公共バス・タクシー利用 Ⓒ

その他（徒歩）

駅周辺駐車場パークアンドライド利用 Ⓓ

駅前広場キスアンドライド駐車場利用 Ⓔ
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(2) 推進体制 
 

関係者が相互に連携し、それぞれの事業を一体的に推進していくため、「北海道新幹線活用小

樽まちづくり協議会」に設置されている「街並み・交通アクセス部会」において協力体制を構

築した上で、施策を着実に展開していきます。また、施策の進行管理、効果検証を実施し、必

要に応じて戦略の変更などに取り組みます。 

 

 

(3) 施策展開マネジメント  
 

交通戦略は、短時間で望まれる全ての交通システムづくりを完成させることが難しく、  

人口減少を伴う公共交通網を取り巻く環境の変化にも柔軟に対応する必要があることから、

段階を経て、そのサービスを向上させていくべきと考え、PDCAサイクル(Plan「計画」⇒

Do「実行」⇒Check「点検・評価」⇒Action「改善」)の取組により行っていくことになり

ます。また、新幹線開業年次が明らかになった段階で、計画期間等について改めて検証を行

います。なお、本戦略の推進にあたって、２次交通については、運転手不足等の対策など、

必要に応じて協議、見直し、修正、再検討を実施し、柔軟に対応していきます。 

 

Do

CheckAction

Plan

北海道新幹線活用小樽まちづくり協議会 

（親会） 

観光・産業振興 

部会 

（部会⾧:観光協会会⾧） 

専
門
部
会 

（会⾧:市⾧） 

戦略会議 

（協議会の正副会⾧等で構成） 

街並み・交通 

アクセス部会 

（部会⾧:商工会議所会頭） 

交通戦略を議論 
【構成員】 

・市民代表 
・学識経験者 
・道路管理者 
・交通事業者 

・レンタカー事業者 

（主に２次交通 に関する事項） （主にソフト対策 に関する事項） 
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